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4．99mTc・HMPAOと1231・1MPによる2核種同時収集

　　脳SPECTの基礎的臨床的検討
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　［目的］中枢神経疾患患者において，同一病態，同一

部位での脳血流量測定および，エネルギー代謝測定や神

経受容体分布測定を目的として，99mTcと1231による2

核種同時収集脳SPECTでのイメージの分離能と定量的

評価の可能性について検討した．

　［方法］1）基礎的検討：99mTcと1231の2核種同時収

集可能な3種類のエネルギーウィンドウを設定し，核医

学用各種ファントムを用いて均一性，直線性，空間分

解能，イメージ分離能にっいて検討した．2）臨床的検

討：脳瞳瘍患者に99mTc－HMPAOと1231－IMPの2核

種同時収集を施行し，イメージ分離能にっいて検討した．

　【結果］均一性，直線性，空間分解能ともに2核種同

時収集法で良好な結果を得た．臨床例でもイメージの分

離は良好であった．

5．1231・IMPによる脳血流定量が有用であった神経

　　べ一チェット病の1例
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　症例は43歳男性．主訴は性格変化．入院時，舌先端

部のアフタを認めた．末梢血でCRP，　lgG，髄液中で細

胞，蛋白，IgGの増加を認め，また他の膠原病を疑わせ

る抗核抗体などの上昇なく，神経べ一チェット病と診断

された．

　MRIでは異常を認めなかった．入院1か月後に施行

された123HMPによるSPECT検査では，相対画像で

は異常を認めなかったが，定量画像では彌漫性に脳血流

の低下を認めた．ステロイドのパルス療法などにより症

状が軽快してきた半年後の再検査では脳血流の改善を認

め，1231’IMPによる脳血流定量検査は神経べ一チェッ

ト病の診断および治療効果判定に有用であると思われた．

6．結節性甲状腺腫における201Tlシンチグラフィの臨

　　床的有用性に関する再検討
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　結節性甲状腺腫65症例87病変の201T1シンチグラフ

ィの診断能を再検討した．検出可能最小径は1・Ocmで

あった．201T1の集積は初期像（E），遅延像（D），集積パ

ターンE（＋）D（＋），E（＋）D（一）とも腫瘤径との間に関

係は認められなかった．局在部位と集積パターンにも相

関は認めなかった．washoutの遅いE（＋）D（＋）を呈し

たものは乳頭癌66％，濾胞癌100％，悪性リンパ腫

100％，濾胞腺腫42％であった．悪性腫瘤の診断基準を

E（十）D（十）とするとそのsensitivity　71％，　spec血city

74％，accuracy　72％であった．慢性甲状腺炎の合併に

よるタリウムwashoutの遅延はシンチグラム上の甲状

腺腫のタリウムの集積パターンに影響を認めなかった．

7．急性化膿性甲状腺炎の2症例
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　急性化膿性甲状腺炎は比較的稀な疾患であるが，下咽

頭梨状窩凄がその主な感染経路であるとされて以来，多

くの報告が見られるようになった．われわれは2例の急

性化膿性甲状腺炎を経験し，興味あるシンチグラフィの

知見を得たので報告する．

　1．Tcイメージでは，炎症あるいはそれによる甲状

腺組織の破壊された部位に一致して欠損像が見られた．

これは触診やCT，エコーでとらえられる変化によく一

致した．

　2．T1イメージでは特に特異な所見は得られなかっ

た．
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